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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
、
終
戦
か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。
当
遺
族
会
も

設
立
か
ら
62
年
を
迎
え
ま
す
。

　

４
月
６
日
（
日
）
靖
国
神
社
に
て
慰
霊
祭
を
挙
行
致
し
ま

す
。
ご
家
族
皆
様
お
揃
い
で
ご
参
列
下
さ
い
。

　

昨
年
は
新
首
相
に
石
破
茂
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
経
済
の
立
て
直
し
や
国
防
対
策
等
、
多
く
の
難

題
を
抱
え
て
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
を
見
れ
ば
米
国

大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
３
年
と
な
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
も
戦

争
中
で
あ
り
、
北
朝
鮮
は
大
陸
間
弾
道
弾
の
発
射
実
験
を
実

施
。
中
国
は
国
境
侵
犯
を
繰
り
返
し
、
国
際
情
勢
か
ら
も
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

政
府
に
は
国
民
の
生
命
財
産
国
益
を
守
る
と
同
時
に
、
世

界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

　

当
遺
族
会
も
役
員
の
高
齢
化
が
目
立
ち
、
世
代
交
代
の
時

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
青
年
部
（
孫
・
甥
・

姪
等
）
に
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
。
日
本
の
将
来

は
若
者
の
頭
脳
に
託
さ
れ
て
お
り
、
古
き
伝
統
を
守
り
、
新

し
い
発
想
で
明
る
く
豊
か
で
夢
の
持
て
る
社
会
実
現
に
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

上空から見たクェゼリン本島

ご
あ
い
さ
つ 

髙
林
芳
夫

ご
あ
い
さ
つ 

髙
林
芳
夫

ご
あ
い
さ
つ
　
　
　
髙
林
芳
夫
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左
記
の
通
り
慰
霊
祭
・
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
列
下
さ
い
。

■
日
時　

令
和
７
年
４
月
６
日
（
日
）

■
受
付　

靖
国
神
社
参
集
殿
前

　
　
　
　

９
時
30
分
よ
り
受
付
開
始
。
10
時
15
分

　
　
　
　

ま
で
に
受
付
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

参
集
殿
２
階
「
楠
の
間
」

■
総
会　

10
時
30
分
よ
り

一　

開
会
の
辞

一　

あ
い
さ
つ

一　

活
動
報
告

一　

会
計
報
告

一　

会
計
監
査
報
告

一　

今
年
度
行
事
予
定

一　

そ
の
他

一　

閉
会
の
辞

■
織
田
邦
男
様 

講
話  　

11
時
よ
り
約
30
分
間

■
集
合
写
真
撮
影　

11
時
30
分
か
ら
約
20
分
間

■
慰
霊
祭　

昇
殿
参
拝　

12
時
よ
り
約
30
分
間

・
寄
付
金　

任
意
で
す
が
、
当
会
は
皆
様
か
ら

の
会
費
と
ご
寄
付
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
費
未
納
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

２
年
間
お
振
込
み
の
な
い
方
は
会
報
発
送
を

停
止
し
ま
す
。

◎
黒
澤
み
ど
り
さ
ん
（
茨
城
県
）

　

い
ま
だ
勉
強
不
足
で
至
ら
な
い
点
ば
か
り
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
戦
争
で
喪
わ
れ
た
大
切

な
方
々
へ
の
追
悼
の
思
い
を
次
の
世
代
へ
繋

い
で
ゆ
く
た
め
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
、
ひ
と
え
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
保
延
　
恒
さ
ん
（
東
京
都
）

　

は
じ
め
ま
し
て
、
保
延　

恒
（
ほ
の
べ
こ
う
）

と
申
し
ま
す
。
父
、
務
の
会
計
事
務
を
手

伝
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
し
か
遺
族
会
の
皆
様

■
直
会
（
懇
親
会
）

　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
２
階　

中
国
料
理
「
翠
」

　
　

靖
国
神
社
か
ら
徒
歩
で
移
動
と
な
り
ま
す
。

　
　

13
時
頃
よ
り
開
始

　
　

会
費　

お
一
人
様　

５
０
０
０
円

　
　

終
了
時
刻　

15
時
30
分
頃

※
参
加
人
数
に
よ
り
お
店
が
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
出
欠
は
が
き

　

同
封
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
２
月
中
旬
ま
で
に
ご
投
函
下
さ
い
。

　

欠
席
の
場
合
も
同
様
に
投
函
下
さ
い
。

◆
会
　
費

　

振
込
用
紙
（
同
封
）
に
て

　

２
月
末
ま
で
に
お
振
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
（
振
込
手
数
料
は
各
自
負
担
で
お
願
い
し
ま

す
）

令
和
７
年
度　

慰
霊
祭
・
総
会
・
直
会
の
ご
案
内

 

事
務
局
よ
り
お
願
い

年
会
費　
　
　

３
０
０
０
円

慰
霊
祭
参
加
者
お
一
人
に
つ
き
（
お
子
様
も
）

玉
串
料　
　
　
　

５
０
０
円

直
会
参
加
者　

５
０
０
０
円

 

慰
霊
祭
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
、

 

　
　
　
　
　
　
　
青
年
部
員
よ
り
コ
メ
ン
ト
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と
お
近
づ
き
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
中
村
佳
子
さ
ん
（
千
葉
県
）

　

今
年
、
父
と
主
人
と
娘
で
４
月
の
慰
霊
祭
に

初
参
加
し
、
若
い
方
々
も
沢
山
い
ら
し
て
、

次
の
世
代
に
も
伝
え
続
け
る
事
が
大
事
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。
戦
没
者
の
方
々
の
供
養
と

感
謝
の
為
の
日
で
す
の
で
、
孫
の
世
代
の

方
々
も
、
慰
霊
祭
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
池
田
幸
夫
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

　

新
入
会
員
の
池
田
幸
夫
で
す
。
戦
没
者
は
母

方
祖
父
に
な
り
ま
す
。（
ブ
ラ
ウ
ン
環
礁
エ

ン
チ
ャ
ビ
島
）
会
員
に
な
る
と
と
も
に
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
青
年
部
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
遺
族
会
の
想
い
を
、
更
に
次
世
代
に
継

承
す
べ
く
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
７
月
15
日
、
靖
國
神
社
に
て
当
会

の
永
代
神
楽
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

神
官
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
笛
、
太
鼓
の
演

奏
に
合
わ
せ
巫
女
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
は
間
近
で
見
る
こ
と
の
な
い
雅
楽
の
演

　

国
歌
斉
唱
の

あ
と
、
岸
田
総

理
大
臣
の
式
辞

は
、「
未
帰
還

の
戦
没
者
の
遺

骨
収
集
を
、
国

の
責
務
と
し
て

集
中
的
に
実
施

す
る
こ
と
、
世

界
が
直
面
す
る

課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
戦
争
の
惨
禍
を
繰

り
返
さ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

正
午
の
時
報
に
合
わ
せ
全
員
で
黙
と
う
し
、

天
皇
陛
下
の
お
言
葉
の
あ
と
、
衆
・
参
の
議
長
、

最
高
裁
長
官
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
献
花
が
続

き
ま
し
た
。

　

私
は
２
階
席
で
し
た
が
、
右
側
の
席
に
隣
合

奏
と
優
雅
な
舞
は
、
大
変
美
し
く
見
事
な
も
の

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
に
よ
る
玉
串
奉
奠
に
合
わ
せ

全
員
で
拝
礼
し
、
永
代
神
楽
祭
は
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

８
月
15
日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席

の
も
と
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
日
本
武
道
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
岸
田
首
相
は
じ
め
多
く
の

政
治
家
、
全
国
か
ら
の
遺
族
た
ち
合
計

４
０
２
３
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

後列・古田さん、吉田さん、黒澤さん
前列・髙林夫妻、小室さん、清水さん

全
国
戦
没
者
追
悼
式	

鈴
木
千
春

岸田総理

永
代
神
楽
祭	

古
田
誠
一
郎
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わ
せ
た
男
性
が
、

偶
然
に
も
戦
艦
武

蔵
の
生
存
者
の
ご

家
族
で
し
た
。
私

の
大
叔
父
も
、
武

蔵
に
乗
艦
し
て
い

た
時
期
が
あ
る
た

め
海
軍
話
で
、
大

変
有
意
義
で
し
た
。

　

ま
た
、
左
隣
の
老
婦
人
は
、
父
親
が
沖
縄
戦

で
玉
砕
さ
れ
た
と
の
こ
と
。「
来
年
は
娘
を
連

れ
て
来
た
い
が
、
自
分
が
生
き
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
」
と
寂
し
そ
う
で
し
た
。

　

会
場
は
、
こ
の
よ
う
な
家
族
の
悲
し
み
が
渦

巻
い
て
厳
粛
な
雰
囲
気
な
の
に
、
１
階
席
で
は

「
全
国
戦
没
者
之
霊
」
と
書
か
れ
た
標
柱
を
背

に
、
満
面
の
笑
み
で
Ｖ
サ
イ
ン
を
し
、
写
真
を

撮
る
人
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
観
光
気
分
な

の
か
、
地
方
か
ら
の
参
加
者
の
不
謹
慎
さ
に
呆

れ
ま
し
た
。
沖
縄
で
父
を
失
っ
た
女
性
も
、
記

念
写
真
に
興
じ
る
彼
ら
に
「
こ
の
場
で
な
ぜ
笑

え
る
の
か
理
解
で
き
な
い
」
と
こ
ぼ
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
い
ろ
い
ろ
感
じ
る
こ
と
の
多
い
追
悼

式
で
し
た
。

　

８
月
15
日
、
東
京
都
戦
没
者
追
悼
式
が
東
京

都
と
東
京
都
遺
族
連
合
会
の
主
催
で
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
池
百
合
子
都
知
事
は
骨
折
が
報
じ
ら
れ
る

中
、
元
気
に
車
椅
子
で
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
知

事
と
し
て
こ
の
式
典
へ
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
会
長
代
理
と
し
て
来
賓
参
列
い
た

し
ま
し
た
。

　

式
典
は
東
京
消
防
庁
の
国
歌
斉
唱
か
ら
始
ま

り
、
続
い
て
小
池
都
知
事
の
式
辞
（
非
戦
の
誓

い
）
が
あ
り
、
正
午
の
時
報
に
合
わ
せ
て
黙
祷
、

◆ 

天
皇
陛
下
の
お
言
葉 

◆

　

本
日
、「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
日
」
に
当
た
り
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

に
臨
み
、
さ
き
の
大
戦
に
お
い
て
、
か
け
が

え
の
な
い
命
を
失
っ
た
数
多
く
の
人
々
と

そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い
悲
し
み
を
新
た
に

い
た
し
ま
す
。

　

終
戦
以
来
79
年
、
人
々
の
た
ゆ
み
な
い
努

力
に
よ
り
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄

が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
苦
難

に
満
ち
た
国
民
の
歩
み
を
思
う
と
き
、
誠
に

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
皆
で
心
を
合
わ

せ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
平
和
と
人
々
の
幸
せ

を
希
求
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願

い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平
和
な

歳
月
に
思
い
を
致
し
つ
つ
、
過
去
を
顧
み
、

深
い
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
再
び
戦
争
の
惨

禍
が
繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、
戦

陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々
に
対
し
、
全

国
民
と
共
に
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、

世
界
の
平
和
と
我
が
国
の
一
層
の
発
展
を

祈
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
東
京
都
戦
没
者
追
悼
式

清
水
雅
尚
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放
送
に
よ
る
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
が
あ
り
、
続

い
て
宇
田
川
東
京
都
遺
族
連
合
会
会
長
、
都
議

会
議
長
、
各
界
の
代
表
者
、
遺
族
関
係
者
の
追

悼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

戦
争
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
悲
劇
を
改

め
て
思
い
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
都
知
事
を
は
じ
め
と
し
て
関
係
者
の

献
花
に
う
つ
り
ま
し
た
。
私
は
マ
ー
シ
ャ
ル
方

面
遺
族
会
代
表
と
し
て
、
２
番
目
に
指
名
さ
れ

献
花
を
し
ま
し
た
。

　

年
々
、
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
遺
族
会
で

す
が
、
当
会
の
存
在
も
大
事
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

世
代
交
代
も
含
め
協
力
し
あ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

て
代
理
が
出
席
で
し
た
。

　

遺
族
会
代
表
も
各
県
遺
族
会
が
ほ
と
ん
ど
、

当
会
の
よ
う
な
地
名
あ
る
遺
族
会
は
わ
ず
か
で

し
た
。

　

式
典
は
厳
粛
に
行
わ
れ
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
慰
霊
祭
は
年
に
２
回
、

春
（
５
月
）
と
、
秋
（
10
月
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

春
は
厚
生
労
働
省
主
催
、
秋
は
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
奉
仕
会
の
主
催
で
す
。

東
京
都　
　

金
森
佳
子
様　
（
ク
ェ
ゼ
リ
ン　

孫
）

千
葉
県　
　

中
村　

貢
様　
（
ク
ェ
ゼ
リ
ン　

子
）

神
奈
川
県　

笠
原
奈
美
子
様
（
ル
オ
ッ
ト　

姪
）

香
川
県　
　

冨
田
知
子
様　
（
ク
ェ
ゼ
リ
ン　

孫
）

千
葉
県　
　

泉
水
晃
子
様　
（
ク
ェ
ゼ
リ
ン　

孫
）

神
奈
川
県　

池
田
幸
夫
様　
（
ブ
ラ
ウ
ン　

孫
）

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

石
川
正
興
様　

香
川
県

　
（
子
供
の
金
森
佳
子
様
が
継
承　

※
司
令
官
・

秋
山
門
造
命
の
孫
）

　

10
月
18
日
、
今
に
も
雨
が
落
ち
そ
う
な
曇
天

模
様
の
中
、
常
陸
宮
華
子
殿
下
ご
臨
席
の
も

と
、
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
音
楽
隊
の
奏
楽
、
国
歌
斉
唱
か
ら
始

ま
り
、
式
次
第
通
り
式
典
が
進
み
、
常
陸
宮
華

子
殿
下
が
ご
拝
礼
さ
れ
ま
し
た
。
参
列
者
一
同

も
会
わ
せ
て
拝
礼
、
常
陸
宮
華
子
殿
下
が
ご
退

席
。

　

そ
の
後
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
部
隊
拝
礼
。

内
閣
総
理
大
臣
は
じ
め
各
遺
族
会
代
表
が
献
花
、

水
落
日
本
遺
族
会
会
長
を
は
じ
め
、
私
も
マ
ー

シ
ャ
ル
方
面

遺
族
会
を
代

表
し
て
献
花
、

御
霊
へ
の
感

謝
の
誠
を
捧

げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

政
府
関
係

者
は
衆
議
院

選
挙
の
真
っ

た
だ
中
で
全

令
和
６
年
度
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

秋
季
慰
霊
祭	

髙
林
芳
夫

新
入
会
員
（
戦
没
地
島
名  

戦
没
者
と
の
続
柄
）

 

訃
　
報
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冨
田
佳
代
子
様　

香
川
県　

83
歳

　
（
子
供
の
冨
田
知
子
様
が
継
承
）

冨
田
キ
ミ
様　

福
島
県　

１
０
１
歳

腰
川
妙
子
様　

千
葉
県

謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
９
月
26
日
、
髙
林
会
長
と
共
に
、
一
時
帰

国
中
だ
っ
た
金
子
さ
ん
と
都
内
で
面
会
し
ま
し
た
。

　

金
子
さ
ん
は
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
基
地
で
の
お
仕
事

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
島
の
慰
霊
碑
を
キ
レ
イ
に
清

掃
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

島
の
西
側
、
慰
霊
碑
の
目
印
と
な
る
大
き
な
２

本
の
木
が
、
風
の
影
響
で
こ
の
よ
う
に
曲
が
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

存
在
し
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
形
で
多
く
の
人
た
ち

が
亡
く
な
ら
れ
た
と
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

　

私
は
遺
族
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
の
戦
争

で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
全
て
の
御
霊
に
心
か
ら
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
髙
林
会
長
は
じ
め

役
員
の
皆
様
に
は
い
つ
も
ご
活
躍
お
疲
れ
様
で

す
。

　

遺
族
会
の
活
動
を
通
し
て
平
和
で
穏
や
か
な

世
が
後
世
ま
で
続
く
事
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　

遺
族
会
発
展
の
た
め
に
、
会
員
皆
様
が
心
を

寄
せ
て
一
人
で
も
多
く
の
お
力
添
え
が
大
切
か

と
存
じ
ま
す
。

　

私
共
夫
婦
（
90
才
と
82
才
）
は
お
陰
様
で

日
々
元
気
に
暮
ら
し
て
居
ま
す

　

高
齢
で
何
も
お
手
伝
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
些

少
で
す
が
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
10
月
15
日
~
10
月
30
日
ま
で
、
ウ

オ
ッ
ゼ
島
に
遺
骨
収
容
団
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進

・
会
友  

渡
辺
様
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

幼
少
期
の
想
い
出
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

父
が
独
身
の
時
、
仕
事
の
関
係
で
中
国
へ
移

住
し
ま
し
た
。
数
年
後
に
母
と
出
会
い
結
婚
、

昭
和
18
年
２
月
に
私
が
誕
生
し
ま
し
た
。
場
所

は
、
中
華
民
国
浙
江
省
で
し
た
。

　

昭
和
20
年
春
、
戦
況
が
悪
化
し
、
日
本
人
の

身
が
危
険
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
会
社
が
日
本

人
社
員
全
員
を
港
ま
で
送
り
、
船
で
帰
国
す
る

よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

乗
船
の
時
、「
こ
の
船
の
乗
船
は
こ
こ
ま
で
」

と
、
私
達
の
前
で
、
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
、
私

達
は
乗
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
船
を
待
つ
こ
と
に
な
り
、
こ
の
船
に

乗
っ
た
友
達
と
日
本
の
港
で
会
え
る
事
を
楽
し

み
に
、
し
ば
し
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
お
り
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
船
が
途
中
で
魚
雷
に
遭

い
、
爆
破
、
沈
没
し
、
多
数
の
民
間
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

も
し
こ
の
船
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
今
の
私
は

尊
い
御
霊
に
心
寄
せ
て

渡
辺
美
枝
子︵
新
潟
県
︶

令
和
６
年
度		

ウ
オ
ッ
ゼ
島
遺
骨
収
容

派
遣

︵
取
材
・
鈴
木
︶

ク
ェ
ゼ
リ
ン
の
金
子
さ
ん
一
時
帰
国

（
会
報
46
号
で
も
金
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
）
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協
会
（
団
長
１

名
、
ス
タ
ッ
フ

２
名
）、
厚
労

省
１
名
、
日
本

遺
族
会
１
名
、

鑑
定
人
１
名
の
、

合
計
６
名
で
し

た
。

　

私
は
今
回
の

収
容
派
遣
に
参

加
で
き
な
か
っ

た
た
め
後
日
、

団
長
に
お
話
し
を
伺
い
、
こ
こ
に
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

今
回
は
島
の
中
央
付
近
を
調
査
・
発
掘
し
、

13
柱
の
全
身
骨
を
発
見
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の

エ
リ
ア
は
「
集
団
埋
葬
地
」
と
思
わ
れ
、
皆
、

北
枕
（
日
本
の

方
角
に
向
け

て
）
で
埋
葬
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

前
回
の
派
遣

で
目
印
を
つ
け

て
い
た
場
所
な

の
で
す
が
、
南

疲
れ
が
と
れ
に
く
い
こ
と
は
私
も
経
験
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
の
７
日
間
は
大
変
ハ
ー
ド

だ
っ
た
と
想
像
し
ま
す
。

　

遺
骨
は
現
地
の
警
察
署
に
保
管
さ
れ
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
鑑
定
用
の
「
検
体
」
の
み
を
持
ち
帰
り
ま
し

た
。（
検
体
と
は
、
歯
や
大
腿
骨
、
頭
部
の
錐

体
部
）

　

ま
だ
ま
だ
島
に
は
、
戦
没
者
の
遺
骨
が
残
っ

て
い
ま
す
の
で
、
次
回
も
引
き
続
き
ウ
オ
ッ
ゼ

に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

方
は
す
ぐ
に
雑
草
が
茂
っ
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
化
し

て
目
印
が
隠
れ
て
し
ま
う
た
め
、
毎
回
、
雑
草

の
伐
採
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

現
地
の
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
に
手
伝
っ
て
い
た
だ

き
、
炎
天
下
で
の
作
業
で
す
。
ワ
ー
カ
ー
さ
ん

達
も
世
代
交
代
が
あ
り
、
初
回
時
の
ワ
ー
カ
ー

さ
ん
の
ご
子
息
が
多
く
参
加
し
、
全
体
的
に
若

返
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
Ｏ
（
文
化
歴
史
遺
産
保
存
局
）

の
局
長
と
ス
タ
ッ
フ
（
マ
ー
シ
ャ
ル
人
３
名
、

ア
メ
リ
カ
人

２
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

７
日
間
の

作
業
は
、
激

し
い
ス
コ
ー

ル
で
中
断
さ

れ
た
り
、
苦

労
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

マ
ー
シ
ャ

ル
の
強
い
紫

外
線
に
よ
り
、

全
身
に
疲
労

が
た
ま
り
、

　
　
➡

　
　
➡

こ
の
エ
リ
ア

こ
の
エ
リ
ア
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お問合せ先　事務局・髙林 048-223-6110 携帯090-3337-4531 メールアドレス takabayashi.yoshio@khaki.plala.or.jp

ふるいにかけて細かい遺骨も探す

宿舎の前で

在マーシャル大使館HPより


